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脱脱ニにししで脱脱かか０１１防防脱脱脱脱軽

今年の夏は猛暑三好恵一先生の嘱託医

つぶやきコーナーつぶやきコーナー

　私たちは、多種、多様なものを食べ、カスを出して生き
ています。食後の満足感と排便後のお腹の空っぽになっ
た爽快感を感じる日々を送っています。
　しかし、そう感じることが出来ない方も、多くおられる
ようです。便秘のお話です。
　小鳥たちは、飛び立つとともに、排泄し大空を飛び回り
ます。牛馬は、出したいと思ったら、どこでもポトンポトン
と落とし、そのまま歩いてゆきます。自由でいいですね。
しかし、人は、そんなことはしてはいけない社会ルールの
中で生活しています。自宅のトイレで、それも込み合った
時間、排便を我慢することを躾けられたようですね。排便
のチャンスは、食事を終えると、胃が、小腸が、そして大腸
が一斉に活発に動き始めます。大腸からは、それまで空
になっていた直腸に便が少量、零れ落ちるように入って
ゆきます。直腸からは、排便しましょうと大脳へインパル
スが送られます。大脳は我慢せよと指令して、頑張ります
が、そのうちに我慢癖がついてしまいます。それ以来、便
秘癖がなおりません。食後胃腸が活発に動き出したらチ
ャンス、下腹が張ったらチャンス、催したらチャンスです。
すっきりした毎日を獲得し、人生楽しみましょう。

出るものは出して、スッキリさせて、
人生楽しみましょう。

（令和3年4月１日～令和4年3月31日） （単位：千円）
資 金 収 支計算書

407,052
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3,044

0
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△34,364
20,129
40,785
△20,656
△51,976
148,682
96,769
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70,060

0
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0
0
0

34,598
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310,959
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白山 みき 通所 居宅介護

951,428
880,785
70,643

0
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△72,194
25,129
40,785
△15,656
△17,207
506,299
489,092

事業活動収入計(1)
事業活動支出計(2)
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)
施設整備等収入計(4)
施設整備等支出計(5)
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)
その他の活動による収入計(7)
その他の活動による支出計(8)
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9)
前期末支払資金残高(11)
当期末支払資金残残高(12)=(10)+(11)

（令和3年4月１日～令和4年3月31日） （単位：千円）
事業活動 収 支 計 算 書

942,067
951,424
△9,357
16,538
7,249
9,289
△68

25,129
25,130
△1
△69

749,835
749,766

400,644
434,927
△34,283
13,586
1,404
12,182
△22,101
20,129
25,129
△5,000
△27,101
91,280
64,179

481,993
449,846
32,147
2,931
5,845
△2,914
29,233

0
1
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29,232
563,931
593,163
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20
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20
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18,472
△6,365

1
0
1

△6,364
5,000

0
5,000
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勘定科目 決算額
内　　　訳

白山 みき 通所 居宅介護
サービス活動収益計(1)
サービス活動費用計(2)
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)
サービス活動外収益計(4)
サービス活動外費用計(5)
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)
経常増減差額(7)=(3)+(6)
特別収益計(8)
特別費用計(9)
特別増減差額(10)=(8)-(9)
当期活動増減差額(11)=(7)+(10)
前期繰越活動増減差額(12)
次期繰越活動増減差額(14)=(11)+(12)-(13)
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脱脱ニにししで脱脱かか０１１防防脱脱脱脱軽

今年の夏は猛暑三好恵一先生の嘱託医

つぶやきコーナーつぶやきコーナー

　私たちは、多種、多様なものを食べ、カスを出して生き
ています。食後の満足感と排便後のお腹の空っぽになっ
た爽快感を感じる日々を送っています。
　しかし、そう感じることが出来ない方も、多くおられる
ようです。便秘のお話です。
　小鳥たちは、飛び立つとともに、排泄し大空を飛び回り
ます。牛馬は、出したいと思ったら、どこでもポトンポトン
と落とし、そのまま歩いてゆきます。自由でいいですね。
しかし、人は、そんなことはしてはいけない社会ルールの
中で生活しています。自宅のトイレで、それも込み合った
時間、排便を我慢することを躾けられたようですね。排便
のチャンスは、食事を終えると、胃が、小腸が、そして大腸
が一斉に活発に動き始めます。大腸からは、それまで空
になっていた直腸に便が少量、零れ落ちるように入って
ゆきます。直腸からは、排便しましょうと大脳へインパル
スが送られます。大脳は我慢せよと指令して、頑張ります
が、そのうちに我慢癖がついてしまいます。それ以来、便
秘癖がなおりません。食後胃腸が活発に動き出したらチ
ャンス、下腹が張ったらチャンス、催したらチャンスです。
すっきりした毎日を獲得し、人生楽しみましょう。

出るものは出して、スッキリさせて、
人生楽しみましょう。

（令和3年4月１日～令和4年3月31日） （単位：千円）
資金収支計算書

407,052
404,008
3,044

0
34,364
△34,364
20,129
40,785
△20,656
△51,976
148,682
96,769

484,925
414,865
70,060

0
35,462
△35,462

0
0
0

34,598
276,361
310,959

47,343
43,448
3,895

0
2,368
△2,368

0
0
0

1,527
58,298
59,825

12,108
18,464
△6,356

0
0
0

5,000
0

5,000
△1,356
22,958
21,602

勘定科目 決算額
内　　　訳

白山 みき 通所 居宅介護

951,428
880,785
70,643

0
72,194
△72,194
25,129
40,785
△15,656
△17,207
506,299
489,092

事業活動収入計(1)
事業活動支出計(2)
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)
施設整備等収入計(4)
施設整備等支出計(5)
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)
その他の活動による収入計(7)
その他の活動による支出計(8)
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9)
前期末支払資金残高(11)
当期末支払資金残残高(12)=(10)+(11)

（令和3年4月１日～令和4年3月31日） （単位：千円）
事業活動収支計算書

942,067
951,424
△9,357
16,538
7,249
9,289
△68

25,129
25,130
△1
△69

749,835
749,766

400,644
434,927
△34,283
13,586
1,404
12,182
△22,101
20,129
25,129
△5,000
△27,101
91,280
64,179

481,993
449,846
32,147
2,931
5,845
△2,914
29,233

0
1
△1

29,232
563,931
593,163

47,323
48,179
△856
20
0
20

△836
0
0
0

△836
71,620
70,784

12,107
18,472
△6,365

1
0
1

△6,364
5,000

0
5,000
△1,364
23,004
21,640

勘定科目 決算額
内　　　訳

白山 みき 通所 居宅介護
サービス活動収益計(1)
サービス活動費用計(2)
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)
サービス活動外収益計(4)
サービス活動外費用計(5)
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)
経常増減差額(7)=(3)+(6)
特別収益計(8)
特別費用計(9)
特別増減差額(10)=(8)-(9)
当期活動増減差額(11)=(7)+(10)
前期繰越活動増減差額(12)
次期繰越活動増減差額(14)=(11)+(12)-(13)

で
）
で
）

0

10

20

30

40

50 ℃

0

10

20

30

40

50 ℃

熱中症対策熱中症対策

,,

,,

,,,,

3 ● 山荘だより



　短冊に願い事を書いて笹に結びました。ご自分
で書けない方は職員が代筆しています。ご自身だ
けでなくご家族の健康を願っている方が多いらっ
しゃいました。七夕茶会では浴衣姿の職員に「き
れいな」と喜んでいただけました。

　梅は金気を嫌うと言われますね。竹串を使って普段は｢手が不
器用になった｣等仰っていた方も上手にヘタを取って穴をあけてい
ました。水割りやソーダ割り、出来上がりが楽しみですね。

　白山の駐車場がデイサービス
下に拡張とリニューアルしました。
建物南側もフェンスの際までア
スファルト舗装されて歩ける方、
車椅子の方との散歩もしやすく
なりました。

今年度の誕生日プレゼントは靴下となっています。
｢よう伸びてピッタリはきやすい｣と利用者様からも好評です。

七　夕

今年度の誕生日プレゼント

梅ジュース作り

駐車場舗装

山荘だより ● 4



　みんなで摘んだつくしの下
ごしらえや、手に届くほどに咲
き誇った桜をめでて春を感じ
ています。コロナ禍で外に出
る機会が少なくなっています
が、みき山荘のまわりでもた
くさんの春を感じることがで
きました。

　みんなで摘んだつくしの下
ごしらえや、手に届くほどに咲
き誇った桜をめでて春を感じ
ています。コロナ禍で外に出
る機会が少なくなっています
が、みき山荘のまわりでもた
くさんの春を感じることがで
きました。

　たくさんの艶やかなお雛様や市松人形に囲まれた春いっぱいの雰囲気の中で、
お茶を楽しみました。お昼は、みき山荘特製のひな祭り御膳や甘酒に舌つづみを打
ちながら、昔話に花を咲かせました。

　たくさんの艶やかなお雛様や市松人形に囲まれた春いっぱいの雰囲気の中で、
お茶を楽しみました。お昼は、みき山荘特製のひな祭り御膳や甘酒に舌つづみを打
ちながら、昔話に花を咲かせました。

　みんなの思い思いの短冊に願いを込めて、笹に飾り付けを
しました。お昼は天の川をイメージした涼しげな七夕そうめん
をいただきました。今夜の空もようが気になります。

　みんなの思い思いの短冊に願いを込めて、笹に飾り付けを
しました。お昼は天の川をイメージした涼しげな七夕そうめん
をいただきました。今夜の空もようが気になります。

　全国的に防災への意識の
高まりがみられていますが、
みき山荘でも例外ではありま
せん。屋外でのお食事をする
機会に合わせた緊急時の食
事の確保の取り組みや、災害
や火災を想定した訓練を実施
しています。

　全国的に防災への意識の
高まりがみられていますが、
みき山荘でも例外ではありま
せん。屋外でのお食事をする
機会に合わせた緊急時の食
事の確保の取り組みや、災害
や火災を想定した訓練を実施
しています。

ひなまつり

春の息吹 日々の備え

七 夕

おひさまが日に日に力強くなってきているのを感じます。
夏はまだ始まったばかり。
みき山荘の春から初夏への移り変わりをご紹介します。
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おやつ作り
　毎月、おやつ作りの日を設けて、みなさ
んで手作りしています。6月は「おから磯部
もち」を作りました。お家では料理をする機
会が減り、なかなか台所に立つことがない
方もいらっしゃるようですが、いざ作業が始
まると慣れた手つきでテキパキ作ってくれ
ます。懐かしい思い出話をしながら料理の
コツを教えてもらい協力して作ったおやつ
は格別です。

芸術活動

　絵手紙や書道など、季節を感じられる作品づくり
をしました。みなさん、「苦手やわ。」、「上手くできる
かの？」と不安気に言いながらも入念に題材を選
び、こだわって取り組んでくれます。ひとりひとり違
った風合いに仕上がり、お互いに作品を見比べて楽
しまれています。没頭して作品と向き合う時間は、
癒しの時間となっています。

花　見
　今年の春も山荘の桜は満開です！
紅白幕を吊るし、雰囲気も大盛り上が
り。日頃の感謝を込めながら、職員が
抹茶を立て、和菓子と一緒に振舞いま
した。「なかなか花見に行けんけん、み
んなで賑やかにできて良かった。」と、
みなさん満面の笑みです。中には「私
もお抹茶立てたい。」と、自ら茶せんを
手に取る方も。桜の前での写真撮影
は、とても素敵な思い出になりました。

これからは介護保険にて利用できる
サービスについてお知らせしていきます。

白山山荘居宅介護支援事業所　TEL 898－7625

大きく分けると次のようなサービスを受けることができます。

介護サービスの利用にかかる相談、ケアプランの作成
（ケアマネジャー等）
　自宅で受けられる身体介護、生活援助等のサービス（ホー
ムヘルプサービス等）
施設などに出かけて日帰りで行うサービス（デイサービス等）
　施設などで生活（宿泊）しながら、長期間又は短期間受けら
れるサービス
福祉用具のレンタル、購入ができるサービス

その他にも介護保険外のサービスもあり、在宅での生活が継
続できるよう様々な方法があります。

※現在、新型コロナウイルスの感染防止対策を実施し、状況に
応じて訪問・面談を行えない場合は電話等にて状態把握を行
うこともあります。

まずはお気軽にご相談を！
住み慣れたご自宅で、その人らしい自立した生活を送るために、

何かお困りごとがあればいつでもご相談ください。

・

・

・
・

・

山荘だより ● 6表紙写真「ハーブの花に集うベニシジミ」鴨井清孝


